
◆活動団体 
団体名：日本風景街道「新因幡ライン」R29 新因幡ライン協議会 

連絡先：事務局（TEL0790-71-0083 ﾒｰﾙ okuharima-jimukyoku@meg.winknet.ne.jp）

◆活動内容 

１．会員間協働に関する事業 

(1)他の風景街道との連携・交流事業  

(2)パートナーシップ団体交流事業 

(3)PR 動画の作成事業 

２．地域内協働に関する事業 

(1)景観形成及び植栽管理事業 

(2)地域資源を活用したフットパスの推進事業 

(3)R29リノベーションフェスタ

３．その他 

(1)会議（総会、役員会、幹事会）の開催 

(2)国、県、市、町への提案（景観、予算、広報 等）

Ｒ01 
年度 

１．会員間協働に関する事業 

(1) 他の風景街道との連携・交流事業

全国にある日本風景街道のパートナーシップ団体との交流を深め、お互いの活動

を理解し深め合うことで、日本風景街道の知名度を上げるとともに、この取り組み

により沿線の活性化に寄与することをめざしている。

福井県若狭町の日本風景街道「熊川宿・鯖街道」と交流を開始。きっかけは、近

畿風景街道活動報告会で共に発表したときに、「若狭と若桜」という同じ音の地名

があることから交流を約束。今年度は、新因幡ラインから熊川宿・鯖街道を訪問し

た。ともに宿場町で、地域のソウルフードが鯖食であるという共通点があり、また、

重要伝統的建築物群保存地区である熊川宿の景観形成などの取組みは、大いに参考

となった。

さらに、若桜町で開催されたR29リノベーションフェスタ「鯖街道祭り」に、若

狭地方（小浜、美浜など）の鯖食（へしこ、鯖寿司など）が出展され、鯖街道とし

ての連携を実現した。

「新因幡ライン～ふるさとにであう幸福ロード～」
「 し ん い な ば ら い ん 」

SC EN I C BYW AY JAPAN  CH UG O KU



(2) パートナーシップ団体交流事業
R29新因幡ライン協議会のパートナーシップ団体に呼びかけて、沿線での今後の
活動の進め方、持続可能性を探った。

交流会は 2部構成とし、1部では中国地方風景街道協議会の委員である島根大学
の教授を招聘し、日本風景街道について講演と参加者同士の意見交換会を行った。

講演では、日本風景街道の意義と今後の展望について実際に街道沿線の道の駅を

核に行われている地域づくりについて学び、過疎地域での課題と可能性を探った。

2部では、R29新因幡ライン協議会のパートナーシップ団体による懇親を深めた。

(3) PR動画の作成事業
国道 29 号沿線はバイクによる利用も多いことから、ライダー目線の動画を作成

した。国道 29 号を利用して隼ライダーの聖地「若桜鉄道隼駅」へ向かうライダー

に沿線のおすすめスポットや風景などを紹介。ＳＮＳなどで発信し、大きな反響を

呼んでいる。 

２.地域内協働に関する事業 

(1)景観形成及び植栽管理事業 

国道 29 号沿線の道の駅、コンビニ、ガソリンスタンド等の協力を得て日本風景

街道「新因幡ライン」のステッカーを貼ったプランターを設置。季節の花苗を植え

替え、継続して来訪者の目を楽しませるようにしている。 

(2)地域資源を活用したフットパスの推進事業 

日本風景街道「新因幡ライン」沿線には、日本の原風景と呼ばれているどこか懐

かしい風景が広がっている。ありのままの風景の中を歩くフットパスを実施。沿線

の風景や自然、文化など沿線の魅力を満喫している。 



(3)R29リノベーションフェスタ

日本風景街道「新因幡ライン」をアピールする１大イベントは両県で交互に実施。

今年度で第５回目となり、『若桜と若狭の鯖街道祭り』と題して、沿線に古くから

受け継がれてきた『鯖食文化』と『街道』をテーマに、若桜町の「道の駅若桜桜ん

坊で開催した。国道29号沿線を中心に鯖食グルメの出展があった。また、他の風景

街道との連携として、福井県若狭地方の小浜市や美浜町から出展もあった。 

ステージでは、郷土芸能や全国で活躍する鯖食ＰＲ隊「サバンド」の演奏や鯖ト

ークがあり、鯖まきや餅まきなどもあり、約2500人の人出で、大いに賑わった。 

３.その他 

(1)会議（総会、役員会、幹事会）の開催 

運営協議会事務局は、兵庫県の奥播磨夢倶楽部が主たる事務局として、鳥取県の

若桜町観光協会がサブの事務局として 3年目となる。 

県域を超えたエリアでの事業を展開しており、年１回の総会、定例会(役員会や

幹事会)を開催するなど、会員相互の合意形成を図りながら進めている。 

(2)国、県、市、町への提案（景観、予算、広報 等） 

R29 新因幡ライン協議会の事業がスムーズに推進できるよう事業計画、予算組み

など適切な事務を行い、両県の民間交流が推進できるように取り組んでいる。 

イベントや最新の情報は、事務局のホームページ（NPO 法人奥播磨夢倶楽部）や

Facebook(日本風景街道新因幡ライン）（NPO 法人奥播磨夢倶楽部）で発信している。


